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　栗
原
市
築
館
薬
師
三
丁
目
６
番
２
号

２
月
15
日
（
木
）
、
築
館
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

「
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
、
113
名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
栗
駒
総
合
体

育
館
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
菅

原
敏
幸
氏
よ
り
「
足
腰
痛
予

防
の
遊
び
り
て
～
し
ょ
ん
健

幸
は
私
の
宝
物
」
と
題
し
て

講
話
と
軽
体
操
を
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
発
表
で
は
、
本
木
地

区
及
び
太
田
地
区
社
協
よ
り
、

日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
本
民
謡
桃
光

会
高
清
水
支
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
民
謡
・
舞
踊
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、
今
後
の
福
祉

活
動
の
参
考
に
な
る
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
17
日
（
土
）
、
伊
豆
二
区

自
治
会
館
に
お
い
て
、
地
区
の

見
守
り
協
力
者
を
対
象
に
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

伊
豆
二
区
で
は
、
こ
の
協
力

者
の
方
々
が
分
担
で
見
守
り
を

行
い
、
30
年
程
続
い
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
栗
原
市
社
協
鈴
木

主
事
よ
り
、
地
区
社
協
の
見
守

り
活
動
に
関
す
る
講
話
と
、
民

生
委
員
さ
ん
よ
り
、
地
区
の
現

状
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
尽
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊豆二区地区社協
「福祉ネットワーク研修会」

（会長　髙橋　和春）

築
館
地
区
内
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
に
、

月
一
回
手
作
り
の
お
弁
当
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
調
理
を
築
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
の
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
配
達
を

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
集
会
所
等
に
集
ま
り
、
会
食
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高齢者食事サービス事業紹介

健康に配慮したお弁当作り

会食会の様子

太田地区社協
会 長

伹木光男氏

本木地区社協
会 長

藤原　諭氏
「遊びりて～しょん」で楽しく体を
動かしましょう！

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と

の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所

電
話
：
23-

８
０
８
７

♢
職
員
紹
介
♢

栗
原
市
よ
り
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

第
２
層
運
営
等
業
務
」
を
受
託
し
た
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

主
任
兼

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
細
　
川
　
律
　
子

事
務
職
員
　
　
　
髙
　
橋
　
　
　
舞

５
月
８
日（
火
）

６
月
５
日（
火
）

４
月
24
日（
火
）

５
月
22
日（
火
）

６
月
19
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

２
月
19
日
（
月
）
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
ひ
な
祭
り
お

茶
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
に
関
す
る
お
話
の
後
に
は
、
美

味
し
い
お
菓
子
と
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。児

童
た
ち
は
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
作

法
を
通
し
て
、
周
り
へ
の
気
遣
い
や
感
謝
の

気
持
ち
を
育
み
ま
し
た
。

築
館
児
童
ク
ラ
ブ

　
 

「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」

平
成
30
年
度 

し
あ
わ
せ
な

地
域
づ
く
り
事
業
受
付
開
始
し
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
資
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対

　
　象

他
か
ら
の
助
成
金
等
を
受
け
て
い
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
（
個
人
）で
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
登
録
、
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
て
い
る
団
体
（
個
人
）

助
成
金
額

１
団
体 

年
額
５
０
，
０
０
０
円
以
内

申
請
締
切

平
成
30
年
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
審
査
の
結
果
、
承
認
さ
れ
な
い
場
合
や
、
助
成

決
定
額
が
申
請
額
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

　
　利
用
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

支
部
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
が

一
層
活
発
化
し
、
地
域
づ
く
り
、
地
域
の
支

え
合
い
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
左
記
の
と

お
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▣
利
用
開
始
時
間
及
び
利
用
終
了
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

▣
運
行
範
囲
　
出
発
地
点
（
集
会
所
等
）
か
ら

目
的
地
ま
で
の
往
復
２
０
０
㎞
以
内

▣
利
用
申
請
　
申
請
は
、
利
用
20
日
前
ま
で

※

詳
し
く
は
、
栗
原
市
社
協
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

最後に、民生委員児童委員の皆さんへお礼のあいさつ。
「ありがとうございました。また来てください！」

真剣に話を聞いていました。

むすび丸ピンバッジ『被災地の子どもたちへ絵本を贈ろうプロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　　ご協力いただいた数 ３０７個　　金額 １５３，５００円

皆様のご協力大変ありがとうございました。

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております




